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■主な指標の推移（単体ベース）� （単位：億円）�

（単位：億円）�

預 金 残 高 �

貸 出 金 残 高 �

総 資 産 額 �

株 主 資 本 �

64 , 547�

50 , 343�

73 , 462�

3 , 665�

平成18年3月期�

■損益状況（単体ベース）�

平成18年3月期�

1 , 267�

1 , 047�

956�

91�

192�

14�

14�

�

う ち 人 件 費 �

687�

321�

65 , 620

51 , 150�

77 , 120�

3 , 988�

1 , 283

1 , 039

970�

68�

215�

15�

15�

699�

318�

60 , 631�

50 , 544

70 , 751�

3 , 398�

平成16年3月期� 平成17年3月期�

平成16年3月期� 平成17年3月期�

1 , 246�

1 , 043�

947�

96�

183�

5�

14�

698�

343�

コ ア 業 務 純 益 � 578� 584�549�

経　　　　　　　　　　　　費�

■平成17年度（平成18年3月期）の業績

　　

�

業 務 純 益 � 591� 627�635�

経 常 利 益 � 517� 543�412�

信 用 コ ス ト � 63� 35�114�

当 期 純 利 益 � 271� 302�197�

営業の概況

　平成17年度（平成18年3月期）は、資金の効率的運用・調達および経営全般に亘る合理化に努め、グループ全体

の収益力の強化を図ってまいりました。�

　「コア業務純益」は、国際資金利益の減少や経費の増加を国内資金利益および非資金利益の増加でカバーし、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で過去最高益を更新しました。�

　「経常利益」は、信用コストが3年連続で減少したこと等から、前年比26億円増加し543億円となり、3年連続で

過去最高益を更新しました。�

　「信用コスト」は、企業業績の向上や再生支援等の進展等を背景に、新規倒産や担保下落の減少等により、前年比

29億円減少し35億円となりました。�

　「当期純利益」は、経常利益の増加等により、前年比31億円増加し302億円となり、3年連続で過去最高益を

更新しました。�

■業務粗利益・コア業務純益

■経常利益・当期純利益

経常利益� 当期純利益�

（単位：億円）�

（単位：億円）�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

平成15年3月期�平成16年3月期�平成17年3月期�

412

517

業務粗利益� コア業務純益�

1,247 1,246 1,267

151

●当 期 純 利 益 と は

●資 金 利 益 と は

●業 務 粗 利 益 と は

●役務取引等利益とは

●コア業務純益とは

［ 参 考 ］銀 行 の 決 算 に つ い て

●その他業務利益とは 銀行本来の業務のうち「資金利益」「役務取引等利益」「特定取引利益（ディーリング益等）」以外の業務で得た利益�
のことです。�

銀行本来の業務での「収益」と「費用」の差額で、経費控除前の粗利益のことです。�

役務とはサービスのことで、主に手数料による損益のことです。�

貸出金や有価証券の利息収入などから、預金の支払利息などを差し引いた収益のことです。�

経常利益から税金などを差し引いた最終的な利益のことです。�

●特定取引利益とは デリバティブ取引等短期的なトレーディング取引に関わる収支のことです。�

預貸金業務による資金利益や為替業務による手数料利益などから経費を差し引いたもので、銀行本来の業務から得ら�
れる利益を示したものです。�

（えきむ）�

損益の状況

　平成18年3月期の「業務粗利益」は、国際資金利

益の減少を国内資金利益と非資金利益の増加でカバー

し、前年比16億円増加し1,283億円となりました。�

　また、銀行本来の業務から得られる利益を表す

「コア業務純益」は、業務粗利益の増加等により、

前年比6億円増加し584億円となり、5年連続で

過去最高益を更新しました。�

�

　平成18年3月期の「経常利益」は、コア業務純益

の増加に加え、信用コストの減少等により、前年比

26億円増加し543億円となり、3年連続過去最高益

を更新しました。�

　「当期純利益」は、固定資産減損損失や時間外割増

賃金遡及支払等により43億円の特別損失を計上

いたしましたが、経常利益が高水準であったことから、

前年比31億円増加し302億円となり、3年連続過去

最高益を更新しました。�
7575

197197

271271

平成18年3月期�

543

302302302

515515 549549 578578

平成18年3月期�

1,283

584584

コア業務純益（式）� 業務純益 一般貸倒引当金繰入 国債等債券損益
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